
令和 3年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

令和４年３月３１日作成 

学校法人華園学園藤ヶ丘幼稚園 園長 齋藤しのぶ 

 

１． 本園の教育目標 

◆教育目標 

 『つよいこ よいこ がんばるこ』 

◆教育方針 

・からだをきたえて元気な子どもになります 

・誰にでも親切にする優しい子どもになります 

・よく考えて一生懸命がんばる子どもになります 

 

２． 本年度、重点的に取り組む目標・計画 

幼稚園教育指導要領を基に、一人一人の幼児を大切にした質の高い教育の実践を目指す。 

子どもたち、職員、保護者が「楽しい」と思えることをより多く共有する。 

 

３． 評価項目の達成及び取り組み状況 

 評価項目 評価 取組状況・考察 

１ 教育課程・カリキュラムを見直し 

改善を図る 

 新型コロナウイルス感染症を前提とし行事の見直しを余儀

なくされた。行事の取り組みや計画も「子どもたちが楽しい」

と思える内容に変更した。 

異年齢での保育活動や廃材を使った遊びなど、固定のカリキ

ュラムの合間に先生たちが取り組んでいた。まだまだ子ども

主体とは言えない部分もあるが、挑戦しようと努力する様子

も見える。 

まだまだ見直しや変更は必要と考える。 

２ 教育の質の向上のために、園内研

修を充実させる 

 初心に戻り、指導案の作製や研究授業を開催し職員間での学

びが充実した。他者の良いところを学び、実践的に取り入れ

る職員も出ている。 

職員間の保育についての意見交換や率直な感想など、意味の

ある話し合いが常に繰り広げられている。 

今年度の実りある成果を継続し、さらに学びが深まる研修と

なるよう努力してほしい。 

３ 特別支援教育のための園内支援体

制を整備する 

 特別支援コーディネーターを配置し、家庭や関係機関との連

携を図り、個別の指導計画を作成した。 

園内で課題が見つかった時は、担任・副担任・特別支援コー

ディネーターとで検討会議を開き、知見を深めること様々な

対応をすることができた。 

また、園外での研修を受ける機会を多く設け、多種多様な子

どもたちへの理解を深めることが出来た。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

B 

A 

A 



４． 総合的な評価結果 

評 価 理 由 

 ３つの評価項目について重点的に取り組んだ結果、一人一人の幼児を大切にした質の高い教育

を職員自身が意識し実践する姿があった。また、職員同士の意見交換が密接となり課題解決へ

導いていく場が増えた。園長発信ではなく、担任や職員がひとりで問題や課題を抱えず、自ら

発信することで今以上にスピード感を持って取り組むことも必要だと考える。 

子どもたちの成長に寄り添い、時代の変化に対応できるカリキュラムの編成をより変遷してい

く。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

５． 今後取り組むべき課題 

 課 題 具体的取組方法 

１ 環境 特徴あるカリキュラムを踏まえ、道具等の経年劣化等を考慮し、安全に実施できるようマ

ウンテンバイク・スキーの買い替えを行った。保管場所や管理には十分に配慮し、大切に

使用することを園児・職員ともに共通理解を図る。 

菜園の新設を行い、花壇の整備なども園児主体で行えるよう取り組む。来年度において、

園児主体の遊びが発展できるよう見守っていく必要がある。 

２ 安全管理 園舎・園舎設備の老朽化が課題。 

電気系統や防犯対策、園舎設備（園舎周りの柵が近所から押し出される雪にて老朽化を促

進している）の点検を行い、改善等が必要。 

３ 幼保小接続 コロナ禍において、2月に行われている交流は３年連続で実施できていない。 

藤野南小学校の先生からお声がけをいただき、3月に幼稚園・保育園を訪問していただけ

ることになっている。 

札幌市の施策の展開にもあるように今後は積極的な交流を目指したい。 

 

６． 保護者の声（令和 3年度卒園の保護者より） 

藤ヶ丘幼稚園は、幼稚園では珍しい地域ならではの行事をたくさん行ってくれたと思います。スキー場のリ

フト乗車や秋のご近所さんぶどう狩りや英語の本格的レッスンなど他では無いような楽しい行事を作ってい

ただき、とても楽しんでいたと感じています。 

初めての集団での生活やみんなで力を合わせて作り上げるといったチームプレイ、コンサドーレコーチとの

ふれあいなど様々な体験をしたことで 3年前とは見違えるほどたくましくなったと感じています。 

コロナのせいで行事等中止になることがありましたが、できる範囲でたくさん思い出を作っていただき、あ

りがとうございました。 

 

７． 学校関係者評価委員会の評価 

コロナ禍で制限がある中、色々と工夫をして教育指導を行っている。子どもたちが元気に活動しているのが

印象的である。少しずつではあるが、地域の関係者との交流を増やしていくことが必要である。 

園舎の老朽化が気になる。より安全安心のため設備改善が必要だと考える。短期・中期・長期と計画的に改

善を検討していってほしい。 

園での ICT化が進んでいることがわかった。参観や子どもたちの様子を ZOOM等で配信する機会を設けて

みてはどうか。 

→この評価を受けて、より良い運営にしていきたいと考える。園長 

A 


